




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2019 年 10 月 25 日発行
丸善プラネット
A5 判　275 頁
定価　本体 1,800 円＋税
─ 85 ─
K
ohn
の
主
張
の
分
析
か
ら
示
さ
れ
た
著
者
の
見
解
か
ら
は
教
育
の
問
題
を
深
く
検
証
せ
ず
に
、
短
絡
的
に
家
庭
教
育
の
問
題
と
し
て
「
支
援
」
す
る
こ
と
の
危
う
さ
が
実
感
さ
れ
る
。
著
者
は
こ
う
し
た
考
察
を
通
し
て
、
現
代
の
教
育
に
潜
在
的
に
あ
る
「
常
識
」
を
掘
り
起
こ
す
。
今
日
の
日
本
で
は
、
女
性
の
社
会
進
出
が
進
み
、
男
女
平
等
の
あ
り
方
が
見
直
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
人
生
の
節
目
節
目
で
、
世
の
中
に
は
「
こ
う
あ
る
べ
き
」
と
す
る
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
満
ち
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
自
分
の
生
き
方
を
模
索
す
る
こ
と
は
困
難
を
伴
う
場
合
も
多
い
。
実
際
に
筆
者
自
身
も
、
結
婚
を
決
め
た
瞬
間
、
様
々
な
選
択
肢
が
目
の
前
に
広
が
る
一
方
で
、
様
々
な
制
約
も
迫
っ
て
く
る
よ
う
に
感
じ
た
。
家
庭
を
持
っ
た
場
合
、
妻
と
夫
が
持
つ
意
思
に
よ
っ
て
家
庭
内
の
あ
り
方
は
何
通
り
も
存
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。「
性
別
や
立
場
を
越
え
て
個
と
し
て
生
き
」、「
個
」
が
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
で
成
し
遂
げ
た
い
こ
と
に
向
か
え
る
社
会
が
来
る
こ
と
を
心
か
ら
願
う
。
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
社
会
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
、
不
透
明
さ
を
増
し
て
い
る
。
生
き
方
の
多
様
性
に
、
今
後
の
教
育
は
方
向
性
を
見
出
せ
る
か
、
友
野
清
文
氏
の
高
著
か
ら
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。
 
（
あ
や
た
　
ひ
と
み
　
　
千
葉
経
済
大
学
附
属
高
等
学
校
教
諭
）
地
方
自
治
体
と
結
び
つ
く
、
学
校
教
育
の
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
教
育
の
問
題
に
も
言
及
す
る
。
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
（
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
）
教
育
は
、
例
え
ば
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
中
で
「
結
婚
」
を
前
提
と
し
「
標
準
的
な
生
き
方
」
を
提
示
す
る
こ
の
教
育
に
よ
り
、
子
ど
も
達
に
「
個
」
を
大
切
に
し
た
り
、
多
様
性
を
尊
重
す
る
力
を
育
て
ら
れ
る
か
を
問
い
か
け
て
お
り
、
現
在
の
教
育
に
大
き
く
切
り
込
ん
だ
著
者
の
検
証
で
あ
る
。
「
親
学
」
や
「
誕
生
学
」
と
「
道
徳
（
教
育
）」
の
因
果
関
係
に
も
言
及
し
、「
誕
生
学
」
は
「
一
割
の
子
ど
も
を
追
い
込
む
」
可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
親
学
」
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
と
す
る
。
一
定
の
枠
組
み
に
入
ら
な
い
家
族
や
家
庭
教
育
は
排
除
さ
れ
る
可
能
性
す
ら
あ
る
と
指
摘
す
る
著
者
の
言
葉
に
、
画
一
的
な
考
え
方
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
の
危
う
さ
を
感
じ
た
。
現
在
の
家
庭
教
育
と
今
後
の
展
望
著
者
はA
lfie K
ohn
の
主
張
を
基
に
家
庭
教
育
を
考
え
る
上
で
大
切
な
こ
と
を
提
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
見
解
に
は
、
教
育
を
考
え
る
上
で
も
根
源
的
な
も
の
が
多
く
、
原
点
に
立
ち
返
る
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識
で
き
る
。
『
子
育
て
に
関
す
る
「
常
識
」
が
伝
統
的
な
考
え
方
に
支
配
さ
れ
て
い
る
』
と
す
るK
ohn
の
指
摘
を
紹
介
し
、
過
去
の
教
育
を
美
化
す
る
こ
と
へ
の
懸
念
を
示
し
て
い
る
。
ら
れ
」
て
い
る
面
で
あ
る
。
さ
ら
に
幼
児
教
育
は
、
家
庭
が
負
う
「
第
一
義
的
責
任
」
を
踏
ま
え
て
成
り
立
つ
と
い
う
。
著
者
は
、
家
庭
教
育
に
向
け
ら
れ
た
社
会
の
常
識
に
は
、
一
定
の
固
定
観
念
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
一
方
で
、
近
年
の
答
申
で
は
家
庭
教
育
を
取
り
巻
く
様
々
な
環
境
の
変
化
へ
目
を
向
け
る
必
要
性
か
ら
、
内
閣
府
や
文
部
科
学
省
で
家
庭
教
育
支
援
策
が
検
討
さ
れ
、「
家
庭
教
育
支
援
条
例
」
や
「
家
庭
教
育
支
援
法
」
が
国
や
各
自
治
体
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
各
地
で
家
庭
教
育
支
援
と
銘
打
ち
、
様
々
な
政
策
や
法
（
案
）
が
掲
げ
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
が
個
々
の
「
支
援
策
」
と
あ
る
か
ら
に
は
、
当
然
私
た
ち
の
生
活
に
寄
り
添
っ
た
も
の
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
そ
う
で
は
な
い
こ
と
を
著
者
は
丁
寧
な
経
緯
の
追
跡
を
も
と
に
明
ら
か
に
す
る
。
多
く
は
、
固
定
観
念
的
な
内
容
が
多
く
、
各
自
治
体
は
「
家
庭
の
教
育
力
の
低
下
」
に
言
及
す
る
が
、
こ
の
根
拠
を
示
す
こ
と
な
く
、
望
ま
し
い
と
す
る
教
育
の
あ
り
方
を
推
進
す
る
。
そ
こ
に
は
「
私
的
」
な
面
に
踏
み
込
む
内
容
も
あ
り
、「
支
援
」
の
方
向
性
に
疑
問
が
残
る
。
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
行
政
主
導
の
「
親
に
な
る
た
め
の
学
び
」
に
つ
い
て
も
検
証
し
て
い
る
。
著
者
は
国
や
地
方
自
治
体
が
「
支
援
策
」
と
し
て
う
ち
だ
す
政
策
や
法
（
案
）
に
は
「
自
己
決
定
」
や
「
多
様
性
」 
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
点
を
明
確
に
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
